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所在地　新宿区早稲田南町了

アクセス　電車東京メトロ東西線　早稲田駅下車　徒歩１０分
　　　　　　　　都営大江戸線　牛込柳町駅下車　徒歩１５分

スバ 都営バス（白６仰新宿駅西□発練馬車庫行
牛込保健センター前下車　徒歩２分

※お車でのご来揚はできません。

開園時開　　４～９月　午前８時～午後了時

　　　　　１０～３月　午前８時～午後５時
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言せ　新宿区みどり土木部みどり公園課
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亀話　03-5273-3914　　発行　平成２６年１月
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　夏目漱石は、明治40(1907)年９月から大正5(1916)年１２月に没するま

での９年闘､新宿区旱稲田南町にあった｢漱石山房｣と呼ばれる家で過ごしました。

この家で｢三四郎｣｢それから｣｢こゝろ｣｢道草｣などの作品を生み出しました。

　山房は、敷地340坪に６０坪の和洋折衷の平屋建て、庭には大きな芭蕉の木

がありました。一番東にあったハ畳閥を害斎として、隣の客問は門下生たちとの

｢木曜会｣に使用しました。建物は昭和20(1945)年の戦災で焼失しました。

　山房の敷地の一部は、昭和51(1976)年に新宿区立漱石公園として開園しま

した。平成17(2005)年、公園の改修をおこなうため、区民や有識者のｶﾉﾏの

協力を得ながら、公園の案を作成し、平成20(2008)年にリニューアルオーブ

ンしました。
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漱石のさんぽ道　マップ

「硝子戸の中」「二百十日」に

登場する寺。

新宿区立

～夏目漱石終焉の地　漱石山房～
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漱石山房の推定位薗図

・・・漱石山房時代の敷地区域

漱石山房

敷地面積

建築面積

３４０坪（約１１２４㎡）

６０坪（約１９８㎡）
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漱石山側　ヘランダ風の回廊

｜　　　犬〉・。客閲と書斎の三方を囲む　　謬･-｡4.1,‘
’ 私51

　　　　　1’　　　　　ベランダ風の回廊の一部が‘゛‥‥‥‘’s
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　　ａ　　　　．’　ｌ　　復元されている。　　　　　　ﾄﾞﾌ‾‘｀’｀I/ 1゛j.III’｀ayE

。　　　　　　　　4　　このベランダで、漱石は　
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　　　　でう眼な殆数が柱無た芭見

　　　　あし界いんへ　｀だ遠梅蕉渡硝

　　　　るては　゜ど立其の慮もだす子　　　　，，

　　　『　゜又極害視て他がにどのと戸　　　¨

　　　硝　極め斎線るにす画き　｀　｀の

　　　子　めてにに程是ぐ立の赤霜中

　　　戸　て単ゐ入のと眼し枝り除か

　　　の　狭謂るつも云にただ芙をら

　　　中いで私てのつ着の回し外
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　　　旨　のさの来はてく信　｀弩たを

塚猫

　漱石没後、漱石が飼ってい

た猫・犬・小鳥のために遺族

により供養塔（猫塚）が建て

られた。戦災で焼失したが、

漱石37回目の命日（昭和

28年）に復元された。

道草庵
　漱石や山房に関する資料

を展示している。

　道草庵に至るみちには、

山房時代からあった擁壁の

石材（房州石）を使用して

いる。

漱石の胸ｲ象

富永直樹作

平成３年建立

　碑面には、漱石が晩年

に理想とした境地である

「則天去私」の碑文がある。




